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ミッションクリティカル業務で
AIを安全に活用するための要件

⚫ AIを安心・安全に使うための7本柱

✓ AI単体では安全性を担保できない為、多角的な

仕組みが不可欠

✓ 7本柱を継続的に適用してはじめて、安心・安全

なAI運用が実現

05 復旧・再発防止

ミッションクリティカル基準

06 評価・監視

ミッションクリティカル基準

07 学習・改善

ミッションクリティカル基準

03 ガバナンス

ミッションクリティカル基準

01 セキュリティ

ミッションクリティカル基準

04 冗長化・障害対応

ミッションクリティカル基準

02 ガードレール

ミッションクリティカル基準
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共通AI基盤がもたらす付加価値

⚫ 個別最適の限界

✓ 機能ごとに最適なサービスを選ぶと、データが

複数のサービス境界をまたいで流れ、経路が

複雑化

✓ 外部サービス内部の処理は、利用企業側から

把握・検証できない

⚫ 共通AI基盤による一元管理

✓ 顧客環境の内側で完結し、データの保管・アク

セス・利用を一貫して統制するため、ガバナン

スが行き届いたセキュアな環境で運用可能

One Platform
データから実行・監視まで一つの基盤で管理する構成

顧客データ

複数サービスの組み合わせ
機能ごとに最適なサービスを組み合わせる構成

AIエージェント

データコネクタ

MCP

モニタリング

コンフィグレーション

LLM/VLM/ML/DL

データ加工処理

ガードレール

ログ/実行履歴

(前処理/RAGなど)

Human in the Loop

共通AI基盤

完全なオンプレミス環境で提供することも可能

処理が基盤の内側で可視化

入力から出力までの実行履歴を一貫して保持

外部サービスの内側はブラックボックス

送信後のデータの保持・非学習を自社側から証明で

きない

処理の
透明性

データの
流通経路

管理・統制

一つの基盤内で完結

保管・アクセス・利用を一貫して管理できる

複数の境界をまたいで複雑化

複数のサービスをまたぐ為、データの追跡が困難

AIシステム全体を一元管理

権限・設定・ログをまとめて統制・監査

サービスごとに管理が分散

それぞれのサービスを個別に監査・統制する必要が

ある

アプリケーション顧客データアプリケーション

AIエージェント

データ加工処理

(前処理/RAGなど)

ガードレール

ログ/実行履歴

LLM API

データコネクタ

統制の及ばない環境 (外部サービス)

モニタリング

MCP

コンフィグレーションHuman in the Loop
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「Human in the Loop」の進化版
「Triple Human in the Loop」の特許出願

⚫ 「安全性」と「AIシステム全体の自律的

な改善」の両立で、ミッションクリティ

カル業務のAI実装を推進

✓ 実行・向上・拡張の3つのループそれぞれに、

人とAIのフィードバックプロセスを組み込

み

✓ 現場の業務負荷を最小限に抑えながら、高

品質な再学習データを自動で抽出・蓄積

✓ ABEJA Platformに搭載済みの「ガードレー

ル機能」と組み合わせることで、安全性・

堅牢性をさらに強化
人 その他

データ

3.拡張ループ
(Extension Loop)

AIの能力や

適用範囲を拡大

・様々な外部データを読み取り、

AIシステム拡張のための改善を提案

・AIによる拡張提案を判断

AI

2.向上ループ
(Enhancement Loop)

ABEJA独自開発

「Enhancement AI」を
活用し、自律的・継続的に

AIシステム全体を

改善&精度向上

・判断ミスの原因を特定し、人に改善案を提案

・承認された改善案を安全に本番環境へ反映

・AIによる改善提案を判断

AI

人

1.実行ループ
(Execution Loop)

現場負荷が最小限の

リアルタイム意思決定で
オペレーション業務を

円滑に遂行

・アクションの提案や

成果物を作成
AI

・AIによる実行提案を判断 人

リアルタイムな

現場業務で実行

Triple
Human in
the Loop

「Triple Human in the Loop」によって実現可能になるAI利活用

リアルタイムな現場業務とは

切り離された環境で実行

日常の現場業務負荷を最小限に抑えながら、
「安全性」と「AIシステム全体の自律的な改善」を両立し、

ミッションクリティカル業務のAI実装をより強固に推進することが可能
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